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：再認証審査小委員会認定講座
主　催：溶接学会
後　援：大阪大学大学院工学研究科生産科学教室／

大阪大学接合科学研究所
開催日：平成17年 7月 4日（月）～ 5日（火）
会　場：大阪大学大学院工学研究科生産科学専攻

岡田メモリアルホール（予定）
〒565-0871 吹田市山田丘 2-1
TEL 06 (6879) 7569  FAX 06 (6879) 7570

開催趣旨：
溶接は材料加工から部品・構造物の組み立てまで包含

するものづくりの基盤技術として，造船や自動車，建築，
プラント，橋梁など各分野の製品づくりで活用されてい
ます．しかしながら，近年の産業構造の変化やグローバ
ル化の進展は，従来にも増して製品の低価格化や納期の
短縮化を誘導し，あらゆる視点から溶接工程を含む生産
システムの効率を高める検討が進められています．たと
えば，溶接プロセスの自動化・ロボット化や溶接条件の
データベースの利用が拡大していますが，言うまでもな
く，溶接部はアークやレーザなどの熱源による熱履歴を
うけ，材料学的に変質したり，変形や残留応力が生じま
す．これらは溶接プロセスに特有の現象であり，製品品
質を確保するためには，これに関わる技術者の知識と経
験，判断能力が必要となります．
本年度の溶接工学夏季大学では，「溶接品質確保のため

の基礎と応用」という主題のもとに，アーク現象から，
溶接冶金学，溶接構造物の力学，溶接品質を配慮した自
動化溶接の施工事例までについて，基礎事項に重点をお
いて解説しながら，最新の情報を紹介することにしまし
た．会員各位および関係技術者，研究者の方々の多数の
参加を希望いたします．
プログラム案：（詳細は次号に掲載いたします）
7月 4日（月）
9:15～10:45：溶接プロセス学 1

（アーク現象，熱伝導･対流の基礎）
11:00～12:30：鉄鋼材料の溶接冶金学
（金属組織，熱力学，CCT図，凝固，炭素当量，溶接欠陥）

13:30～15:00：溶接応力論
（溶接による熱変形,残留応力）

15:15～16:45：溶接施工 1
（薄板･自動車における溶接施工）

17:00～17:45：学内見学（希望者に対して実施する予定）
7月 5日（火）
9:00～10:30：溶接プロセス学 2

（レーザ溶接の基礎・特徴,適用事例）
10:45～12:15：軽金属の溶接冶金学
（アルミニウムの溶接基礎，割れの種類とメカニズム，FSW）
13:15～14:45：溶接強度学
（溶接部の強度評価，COD，シャルピー，延性と脆性）

15:00～16:30：溶接施工 2 （重厚製品の溶接施工）
参加費：
会員：35,000円，一般：45,000円，学生：5,000円

平成17年度溶接工学夏季大学 
　　　｢溶接品質確保のための基礎と応用｣ 
平成17年度溶接工学夏季大学 
　　　｢溶接品質確保のための基礎と応用｣ 

～溶接技術・人材の現状と将来展開を考える～
主　催：日本学術会議第19期人工物設計・生産研究連絡

委員会　接合工学専門委員会（予定）
共　催：大阪大学接合科学研究所，電気学会，電子情報

通信学会，土木学会，日本機械学会，日本金属
学会，日本建築学会，日本工学教育協会，日本
造船学会，日本鉄鋼協会，溶接学会

開催日時：平成17年4月26日（火）10:00～16:30
会　場：日本学術会議講堂
（〒106-8555  東京都港区六本木 7-22-34）
（地下鉄千代田線「乃木坂」青山霊園方面出口徒歩 1分）
開催趣旨：
溶接・接合技術が，世界に冠たる「モノづくり立国」

日本の製造業を支えている重要な要素技術である．しか
し，その重要性が産業経営に置いて十分認識されている
だろうか？そして溶接・接合分野の技術・開発及び施工
を支える人材が戦略的に育成されているだろうか？「溶
接」「接合」の品質は大丈夫だろうか？など課題も多い．
溶接・接合を使うモノつくり分野の技術におけるこれ

らの問題点を掘り下げ，我が国の製造業を将来にわたり

継続的に発展させていくために，我が国における技術
者・技能者育成体制，および溶接構造物の品質管理，性
能保証体制の諸問題について考え，今後の学術発展や中
核人材育成のあり方への提案につなげる．
プログラム：
1．ご挨拶：学術会議会員　大橋徹郎 10:00～10:05
2．主旨説明・総合司会　接合工学専門委員会委員長
豊田政男　大阪大学教授 10:05～10:15

3．基調講演　
(1) 我が国の製造業における溶接･接合技術の位置づけ，
重要性について 10:15～12:30
①土木分野（橋梁中心）三木千壽 東京工業大学教授
②船舶分野　山下泰生　住友重機械マリンエンジニ
アリング㈱

③自動車分野　谷口哲夫　交通安全環境研究所
④建築分野　神戸地震から見た建築鉄骨溶接の実態　
田渕基嗣　神戸大学教授

昼休み …………………………………………12:30～13:30
(2) 溶接・接合分野における我が国の高等教育の現状と
期待される人材像について 13:30～15:00

日本学術会議接合工学専門委員会シンポジウム日本学術会議接合工学専門委員会シンポジウム 

　　　　「我が国の製造業を支える溶接「我が国の製造業を支える溶接・接合技術はこれでよいのか」接合技術はこれでよいのか」 
日本学術会議接合工学専門委員会シンポジウム 

　　「我が国の製造業を支える溶接・接合技術はこれでよいのか」 



①溶接・接合における教育の現状と課題　池内建二
大阪大学接合科学研究所教授

②溶接・接合技術の技術・開発及び施工を支える人
材像　藤盛紀明　清水建設㈱

③教育プログラムによる将来へ向けた展開
太田口和久　東京工業大学教授

4．パネルディスカッション：（司会＝豊田委員長）
15:00～16:30

テーマ「我が国の製造業を支える溶接・接合技術はこれ
でよいのか？」

パネリスト予定者：上記基調講演者に加え，濱野公男
（(社)鉄骨建設業協会），島田　彌（三菱電機㈱），
座古　勝（大阪大学教授），牛尾誠夫（(社)溶接学
会会長，大阪大学名誉教授），宮田隆司（(社)日本溶
接協会会長，名古屋大学教授），石田修一（㈱東芝）
などを予定

定員：300名　参加無料，多数ご参加を歓迎いたします．
講演予稿集は，3,000円（予定）

参加申込方法：氏名，連絡先（所属機関名，住所，TEL，
FAX，email アドレス），所属学協会名を記して，
下記宛お申し込み下さい．

連絡先（参加申込先）：世話学会　(社)溶接学会

〒101-0025 東京都千代田区神田佐久間町 1-11
TEL 03-3253-0488 FAX 03-3253-3059
e-mail jws-ms@t3.rim.or.jp

会場案内図：日本学術会議講堂
（〒106-8555  東京都港区六本木 7-22-34）
〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34
TEL：03-3403-6291（代表）FAX：03-3403-6224
http://www.scj.go.jp/ja/misc/contact/index.html

●交通　地下鉄千代田線「乃木坂」駅下車 
　　　　青山霊園方面出口徒歩1分 
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第34回 FRPシンポジウム
 
第10回日本計算工学会講演会

総合検査機器展 
 
第11回画像センシングシンポジウム

平成17年度塑性加工春季講演会 

第43回日本接着学会年次大会

西山記念講座 「鉄鋼材料の溶接」

HUBTEC 2005ものづくり中部 
－溶接・レーザ総合技術展－

講演会 「真の豊かさを実現する設計と
システム」

第40回 X線材料強度に関するシンポジ
ウム

第 4回ポーラス金属および発泡金属国
際会議 

The 3rd International Conference on 
Nanomaterials by severe Plastic Defor-
mation

日本材料学会 
TEL 075-761-5321

日本計算工学会
TEL 03-3219-3541

日本工業新聞社 
TEL 03-3273-6184

画像センシング技術研究会
TEL 03-3367-0571

日本塑性加工学会 
TEL 03-3435-8301

日本接着学会 
TEL 06-6634-7561 
 
 
産報出版（株） 
TEL 03-3258-6411

北海道大学機械科学 成田吉弘 
TEL 011-706-6414

日本材料学会
TEL 075-761-5321

大阪大学産業科学研究所 中嶋
TEL 06-6879-8435

九州大学 堀田
TEL 092-642-4026

平17.3.17～19

平17.5.31～6.2

平17.4.6～8
 
平17.6.8～10

平17.5.25～27

平17.6.23～24 
 
平17.6.24 / 7.8

平17.6.30～7.2
 
平17.8.3～5

平17.9.8～9

平17.9.21～23

平17.11.22～26

同志社大学 （京都）

国立オリンピック記念青少年総合
センター （東京）

東京ビッグサイト （東京）

パシフィコ横浜 （横浜）

新潟県県央地域地場産業振興セン
ター （新潟）

関西大学 （吹田） 
 

東京工業大学 （東京） 6.24
西山記念会館 （神戸） 7.8

ポートセットなごや （名古屋）

北海道大学 （札幌）

京大会館 （京都）

国立京都国際会館 （京都）

福岡


